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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策」（文
部科学省，2011）に沿って、ICTを活用した海外の教育機関との国際協働学習を実践し、英語学習に対する学生のモチ
ベーションと英語コミュニケーション能力を伸ばす授業デザインを開発することであった。効果測定の指標として、モ
チベーションを支える25の力への意識、英語コミュニケーション力の2つを用いその有効性を実証した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to create a collaborative learning model between 
students and students at schools in foreign countries to develop awareness for their skills, and English 
competence to survive in global society. This research was conducted according to “Survey on the Five 
Proposals and Specific Measures for Developing Proficiency in English for International Communication” 
announced by Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology In this research, some 
before-and-after surveys were conducted and the results concerning awareness of students’ skills show 
that students were well-motivated for English learning through their research activities. As for English 
competence, data in this research suggests that the students’ English competence developed considerably.

研究分野：英語教育

キーワード： 国際協働学習　授業デザイン　5つの提言の具体的施策　ICT活用　若者の国際競争力　英語コミュニケ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 14年から本研究に至るまでの 10年間、
米国カリフォルニア大学アーヴァイン校と
週 1回のペースで、テレビ会議システム、テ
レビ電話などの ICT 機器を活用したリアル
タイムの英語コミュニケーション授業を実
践し、改善を加えてきた。その 10 年間の授
業回数は 200回を超え、ICT進歩とともに整
備されてきた英語学習環境の「本物化」に取
り組み、その教育効果を実証的に検証するこ
とに取り組んでいた。 そして、平成 24年度
から「若者の国際競争力を高める「5 つの提
言」の具体的施策を練る－」と題して、科学
研究費（基盤 C）の助成を受け、これまでの
研究を国策である「5 つの提言」に沿った具
体的施策の開発に進化することに取り組み
始めた。この「5 つの提言」とは、文部科学
省が 2010年 11月に「外国語能力の向上に関
する検討会」を設置し、2011年 6月 30日に
「国際共通語としての英語力向上のための 5
つの提言と具体的施策－英語を学ぶ意欲と
使う機会の充実を通じた確かなコミュニケ
ーション能力の育成に向けて－」として取り
まとめた施策である。「５つの提言」の中で、
本研究に関連する提言は、以下の 3点である。 
提言１． 生徒に求められる英語力について、       
その達成状況を把握・検証する。 

提言２．生徒にグローバル社会における英語
の必要性について理解を促進し、英
語学習のモチベーション向上を図
る。 

提言３．ICT などの効果的な活用を通じて、
生徒が英語を使う機会を増やす。海
外との交流学習・協働学習を取り入
れる。 

 
２．研究の目的 
（１）研究１：提言２、３に基づき、 
海外の大学との ICT を活用した国際
協働学習を通常の授業で展開し、若者
がグローバル社会における英語の必
然性・意義に気づき、「英語学習への
動機づけ」が高まると同時に英語力が
高まる学習デザインを開発する。 

（２）研究２：提言２に基づき、 
研究１の国際協働学習デザインのも
とで若者の英語学習へのモチベーシ
ョンが高まることを実証する。また、
英語授業における協働学習の有効性
を検証する。 

（３）研究３：提言１に基づき、 
TOEIC、GTEC を使い、研究１の国
際協働学習デザインのもとでの「英語
力の伸長」を実証する。 

 
３．研究の方法 
・対象学生：富山高専国際ビジネス学科 4年 
・実施期間：毎年 4月～翌年年 1月末 
・実施頻度：週 1回、年間 16 回 
・活動時間：授業「英会話Ⅳ」、45 分間 

・実施場所：校内の LL 教室 
・使用機器：コンピュータ、 

無料ソフトウエア(Skype) 
・提 携 校：カリフォルニア大学 

アーヴァイン校   
      オレゴン州パシフィック大学  
・授業課題：「日米の違い」について情報収

集、考察を行い、レポートにま
とめる。 

・授業展開：通常の授業の中で、１対１のデ
ィスカッションを海外の大学
生と行う。クラスを2分割する。
A班、B班が 45 分ずつ授業を受
ける。図 1のようなコミュニケ
ーション活動は、分割した 2つ
の班が交互に行うため、隔週実
施となる。 

 

富山高専   カリフォルニア大学 
  図１ 国際協働学習 

 
４．研究成果 
平成 24 年度からの研究成果を以下に 3 点
示す。 
（１） 研究１の成果 
提言２、３をもとに、図 1の ICT を活用し
た国際協働学習を 1年間通して 16回実施し、
「英語学習への動機づけ」高まる学習デザイ
ン（表 1）を開発した（清水，2014）。授業は、
以下の表１の No.１～8 の展開で実施した。
No.１から No.8 まで一巡した後は、No.3 に戻
り、No.3 から No.8 のサイクルを定期考査ま
で 3周繰り返し、定期的に英文でのレポート
の提出を求める。学生はそのつど推敲を重ね、
レポートの内容を深化させていく。 
 
表 1 国際協働学習デザイン（清水，2014） 

No 形態 活動 内容 

1 グループ 課題設定 Brainstorming 

2 個別 題材決定 論点の明確化 

3 個別 情報収集 事前調査、再調査 

4 日米ペア 協働学習 UCI 学生との議論 

5 グループ 情報共有 収集した情報共有 

6 個別 情報分析 レポート作成・提出 

7 教員指導 意見交換 アドバイス、添削 

8 個別 修正 レポートの再検討 

 
以下の表２は、表 1 の No.4 の日米協働学
習の詳細である。 



表２ No.4 日米協働学習の詳細 

No 活動 内容 

1 ペアマッチング 1対 1ペア決め  （10分） 

2 日本語タイム アイスブレイク   （15分） 

3 英語タイム ディスカッション  （20分） 

 
双方にメリットがあることは、研究を長期
継続の重要なカギである。そこで交流校は、
日本語学科とし、双方がそれぞれ習得を目指
している言語のネイティブ・スピーカーと話
す絶好の機会を創出することとした。 
 
（２）研究２の成果 
提言２をもとに、表 1国際協働学習デザイ
ンのもと若者の英語学習へのモチベーショ
ンが高まることを実証した（清水，2014）。
以下の表３は、モチベーション高揚に必要な
力 25 項目への学生の意識を t 検定した結果
である。 
 
表３ モチベーション高揚に必要な 
力に対する意識の変化（清水，2014） 

  
対応サンプルの

差 

t 値 

有意 

確率  

(両側) 

 

  平均

値 

標準

偏差 

 

   

6情報をまとめる力 1.47 1.52 5.98 .000 ** 

5情報収集力、調べる力 1.16 1.37 5.22 .000 ** 

23充実感，満足感 1.11 1.59 4.28 .000 ** 

1課題設定力 0.95 1.37 4.25 .000 ** 

12質問力 1.00 1.52 4.04 .000 ** 

17探究力 0.84 1.28 4.04 .000 ** 

22創造力 0.84 1.28 4.04 .000 ** 

3知識の深まり 1.05 1.66 3.91 .000 ** 

15評価する力 1.21 1.95 3.83 .000 ** 

25自己研究への興味関心 1.42 2.32 3.77 .001 ** 

4学ぶ力 1.00 1.66 3.71 .001 ** 

24成就感，達成感 1.11 1.84 3.70 .001 ** 

16修正改善力 0.95 1.59 3.67 .001 ** 

11プレゼンテーション力 0.84 1.44 3.60 .001 ** 

13 コミュニケーション力 1.00 1.79 3.45 .001 ** 

9表現力(文章以外) 0.84 1.52 3.42 .002 * 

21知識構成力 0.84 1.65 3.14 .003 * 

14自己評価力 1.05 2.07 3.14 .003 * 

20問題を解決する力 0.89 1.78 3.09 .004 * 

19協調性，協調学習力 0.89 1.90 2.90 .006 # 

18実践力，実行力 0.68 1.56 2.70 .010  

 2計画力，企画力 0.47 1.35 2.16 .037  

10説明力 0.63 1.92 2.02 .050  

 7情報分析力 0.63 1.98 1.97 .057  

 8表現力(文章) 0.63 2.08 1.87 .070  

**:p<0.01 *:p<0.05 ♯:p<0.1 
 
アンケート項目作成、項目の定義について
は、宮地ほか(2008) 2）を参考にした。 評
価は、「1：全然ない、3：わずかにある、5：
少しある、 7：かなりある、9：非常にある」
の５件法である。有効回答数は 38 名であっ
た。測定日には、40 名中 2名の欠席があった
これによると、1%水準で 25項目中 15項目に、
5%水準で 19 項目に有意差がみられ、この授
業デザインが英語学習へのモチベーション
を高めるのに有効性を示唆している。特に、
情報活用能力の項目が上位に来ている。これ
は、海外の学生との 1対 1のリアルタイムコ
ミュニケーションの事前調査、事後分析、英
文レポート作成の際に必要な力であり、回数
を重ねることに自らの力の伸長、知識の連合、
深まりを実感し、学ぶ喜びや、わかる喜びを
感じ、充実感・達成感につながったのではな
いか、と解釈することもできる。また、協働
学習は、事前調査の内容を相手にプレゼンテ
ーションしたのち、話を深化するディスカッ
ションとなり、コミュニケーション活動を通
じて海外の学生の考えやアドバイスを評
価・分析し、自らのレポートを深める学生の
行動がデータから推測できる。 
 
（３）研究３の成果 
提言１をもとに、TOEIC と GTEC の客観的指
標を使い、「英語力の伸長」を実証した（清
水，2014）。 前ページの表１、表２の学習
デザインに沿って、海外の大学生と協働学習
を通して、英語コミュニケーション力はどれ
くらい伸長したか、信頼性の高いデータを示
す目的で、TOEIC と GTEC for Students、２
社の客観的外部指標を用いて比較、検証する
こととした。TOEIC は、Test of English for 
International Communicationの略称であり、
英語を母語としない者を対象とした英語コ
ミュニケーション能力を検定するものであ
る。 GTEC は 、 Global Test of English 
Communication の略称であり、TOEIC と同じ
力を測定する。提言１の具体的施策には、
GTEC の活用が盛り込まれている。富山高専射
水キャンパスでは、平成 24 年度より 3 年生
以上は年 2回、TOEIC と GTEC を受験し、現在
位置と目標までの距離を測る環境を整えた。
以下の図２から図７は、研究実験開始前と終
了後の TOEIC と GETC のひとり一人の 2 回の
トータルスコアを比較し、増減をグラフ化し
たものである。得点の増加幅が最も大きかっ



た学生を左端とし、小さい学生を右側へと順
に並べたものである。 
 
① トータルスコア 

図２ TOEIC トータルスコア 
 

図３ GTEC トータルスコア 
 
図 2、図 3 を見ると、伸長幅には個人差は
あるものの、約 90%の学生に得点の上昇がみ
られ、今回の研究実験が有効であったことが
読み取れる。特に、TOEIC のトータルスコア
からは、20%の学生が 100 ポイント以上の急
激な上昇をしていることが読み取ることが
できる。TOEIC のスコアアップと学習時間の
関係には諸説があり、現在も研究中ではある
が、千田(2004)によると、100 点のスコアの
伸長には 300 時間の学習が必要という。この
説を今回の研究実験データに当てはめると、
約 2割の学生が 8か月で 300時間の英語学習
に匹敵する成果を得たことになる。 
 
② リスニングスコア 
次に、以下の図４と図５は、リスニング力の
ひとり一人の増減を TOEIC と GTEC の得点で
示したものである。 

図４ TOEIC リスニング 個々の伸長度 
 

図５ GTEC リスニング 個々の伸長度 
 
図４、５をみると、リスニング力は、トー
タルスコアとほぼ同じ傾向にある。得点が伸
びた学生は、TOEIC で 70%、GTEC で 85%いる
ことがわかる。  
  
③ リーディング力 
リーディング力は、以下の図６、図７に示す。 

図６ TOEIC リーディング 個々の伸長度 
 

図７ GTEC リスニング 個々の伸長度 
 
こちらもグラフの型は、上記の 4つの図と
ほぼ同じ傾向であるが、特徴的なのは、図６
の TOEIC のリーディングでは、50 点以上の大
きな伸びを示している学生の層が厚いとい
うことである。その理由として、学生の自由
記述をみると、 
・事前調査を行うために、英語の文献やイン
ターネット上での英文を読む時間が増えた
こと 
・正確な英文を書くために、英文の型に神経
を集中する時間がとても長く、英文構造を瞬
時に読み取る能力が身についてきたこと 
を、得点上昇の要因に挙げる学生が多かった。 
 
（４）今後の方向性  
ここまでの研究は、富山高専が海外の学校
との協働学習を通して、「5つの提言」の具体
的施策として高校現場で使える実践例を提
示する試みであった。ICT の活用、海外との



協働学習という2つのキーワードを具現化し、
学生が外国人と英語を使う機会を増やすこ
とで、英語へのモチベーションの高揚と英語
コミュニケーション力の向上という若者の
国際競争力を支える基盤づくりを目指し、そ
の研究成果を示した。 
次の表４は、本研究の核である協働学習へ
の学生の意識に関する 13 項目を t 検定した
結果である。 
 
表４ 協働学習に対する意識の変化 

  対応サンプルの差 

t 値 

有意 

確率  

(両側) 

 

  平均

値 

標準

偏差 

 

   

29協働学習で、考えが深まる 1.74 1.81 5.91 .000 ** 

28協働で何かをすることは、大切 1.53 1.64 5.74 .000 ** 

30国際協働学習で英語を学ぶ意

義がわかる 

1.63 2.02 4.98 .000 

** 

31外国人とコミュニケーション 

することで、考えが深まる 

1.84 2.48 4.58 .000 

** 

38国際協働学習でテーマへの

意識が高まる 

1.16 1.72 4.16 .000 

** 

33 海外の友だちと協力・調査

すると、考えの幅が広がる 

1.53 2.48 3.79 .001 

** 

35 この授業でスキルアップが

図れる 

1.47 2.49 3.65 .001 

** 

27外国人との協働学習は面白い 1.47 2.66 3.42 .002 * 

国際協働学習で英語力がつく 1.00 2.07 2.98 .005 * 

37国際協働学習は意味のある

活動である 

1.11 2.36 2.89 .006 

# 

36国際協働学習は将来の進路に

参考になる 

0.89 2.01 2.74 .009 

# 

34テレビ電話（スカイプ）は, 

情報収集に役に立つ 

1.21 2.77 2.69 .011 

 

32国際協働学習は英検や

TOEIC対策にもなる 

0.42 2.42 1.07 .291 

 

**:p<0.01 *:p<0.05 ♯:p<0.1 
 
これによると、今回の協働学習の有効性を
学生が感じていることがデータから読み取
ることができる。特に、以下の 7項目が、１％
水準で有意差が見られた。 
29.協働学習で、考えが深まる 
28.協働で何かをすることは、大切である 
30.外国人との協働学習をすることで、英語
を学ぶ意義がわかる 
31.外国人とコミュニケーションすることで

考えが深まる 
38.外国人と協働学習することでテーマへの
意識が高まる 
33.海外の友だちと協力・調査すると考えの
幅が広がる 
35.この授業を通してスキルアップが図れる 
上記 7項目は、急速にグローバル化してい
る世界に対応できる若者を学校現場で育て
る重要な意識である。特に「30.外国人との
協働学習をすることで英語を学ぶ意義がわ
かる」は、内発的動機付けの重要な要素であ
り、「国際競争力」の素地を身につける自律
的学習者へのポイントであると考える。 
 
（５）今後の取り組み 
 そこで、 生の英語に触れる時期を小学
校高学年から導入し、小学校→中学校→高校
への流れを作ることを考えている。「できる
だけ早期に・どこの学校でも・頻繁に・継続
的に、生の英語に学習者が触れる機会を教室
内に作る」ことを実現してこそ、この若者の
国際競争力を高める研究が前に進むと考え
ている。そこで現在、富山県内の小中高校と、
環太平洋の複数の国々の学校を結ぶ「アジア
太平洋 海外交流学習プロジェクト Asia 
Pacific Exchange Collaboration Project」
と称したプロジェクトの推進を考えている。
この目的は、「生徒の使う英語の質と量につ
いての改善」と「教科書の内容を素材にして、
生徒が情報や考え、気持ちを伝え合う言語活
動を授業の中心に据える」ことである。機器
に関しては、図８にある iPod Touch 20 台と
無線モバイルルータを使用することで、学校
のインターネット回線、コンピュータ室を使
用することなく、通常の教室で自由に海外交
流学習ができる。図９は、海外交流学習を試
行した高校の授業の様子である。このように、
生徒が 1対 1 で、海外の学生と英語コミュニ
ケ―ション活動を行い、この言語活動を授業
での反復練習の成果を試す練習試合と捉え、
英語の質と使用量を生徒自身が自己診断す
る場として活用できる。 
 

 
図８ ICT 機器     図 9 海外交流学習 

 
 
本研究を通して、英語学習環境の「本物化」、
その教育効果を実証的に検証してきた。今後
は、この成果をもとに高校だけでなく、中学
校、そしてそれ以前の小学校の児童が取り組
める国際協働学習あり方を考えていく。 
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